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明けましておめでと うごさ.¥，、ますO 年頭にあたり，皆 内容を明らかに してきておりますO 本年よりスタートす

様方のご多幸とご繁栄を衷心よりお祈り申し上げます。 る緩効性肥料の導入を主体とした 「環境にやさしい肥料

一昨年の中国の民主化運動の台頭に引き続き，昨年は の普及」の事業もその 1つであり，農水省の要請により

世界の政治，経済に大変動が起こり，東欧諸国の民主化， 業界でも緩効性肥料研究会を発足させました。農業に於

東西ドイツの統一，ソ連の市場経済体制への移行等，誠 ける環境問題は，国土の緑と食糧を守る重要な使命と，

にドラマチックな幕引きとなりましたO そのうえ. 8月 最近顕在化した地下水の汚染の一因となっている面とが

に起こった湾岸危機問題は世界の経済界を始めとして， あり前者の保全 ・保守をしながらも，後者については生

あらゆる分野に大きな波紋を投じておりますO 一方，農 産者は無論のこと，資材メ ーカーや販売者にとって も大

業を取り巻く情勢も例外ではなく .12月上旬のブリュ ッ 変厳粛に受けとめる必要があると思われます。私共メー

セルで開催されたウルグアイ ・ラウンド〈新多角的貿易 カーもこの環境問題への対応が.21世紀へつなぐ90年代

交渉〉で農業の保護削減措置をめぐるアメ リカとEC. の最重要課題であろ うとの認識を深めております。弊社

日本との対立が明らかになりましたO 輸入制限品目にっ としても環境保全に資することを第一義に考え，基本理

いて 5%ミニマム ・アクセス〈最低輸入義務〉の提案が 念の構築をすべきと考えております。弊社はすでに被覆

あり，日本の部分的な米市場開放については，楽観でき 燐硝安加里，被覆尿素. CDUを始め，泡状化成肥料，

ない段階に来ていると見るべきでしょうか。農水省もウ バーミキュライト床土用資材等の高機能商品を有し，広

ルグアイ ・号ウンドを脱みながら，平成3年の予算案編 くご活用戴いておりますが，新しいニーズに応えるべ

成でも米の生産の効率化， 国際競争力強化が焦点となっ く，昨年，被覆肥料についてS字型容出の新グレー ドを

ています。しかしながら 日本の米価が海外の 6-----10倍とJ 発売致しま したO さらに. CDU分解菌利用による徴生

いう 著しん、内外価格差を是正するには，中期的にみて 物資材の上市も行いました。私共は，大きく変化してゆ

も，非常に厳しいものがあります。加えるに，昨年からi く時代の要請に応えるべく全力を上げて努める所存です

環境保全と農業生産の関わりの問題が顕在化し，今後ぬ ので今後とも宜しく ;ご指導を賜りますようお願い申し上

投入する肥料， 農薬の質， 量に大きな影響を及ぼして く げます。

るこ主がー予想されますo 昭和44年発刊以来， ご愛読戴いており ます本誌も，新

欧米では一農業による環境汚染を防止し継続的な農業 時-代の要請に応え得;る内容とすべく努力し，少しでも皆

を確保する目的で農薬，肥料外投入削減の法制化が進何 様方のお役に立ちたいと念願致しておりますοどうか本

しつヴ"3!>~りすす。 米国では低投ス持続型農業C L 1 S A) 年も本誌をご愛顧，ご叱正戴きますようお願い申し上げ

が将来方向として提起されております。今日，環境保全 ますO 平成 3年，この 1年が皆様方にとっ℃μより よい

は地瑞規模の問題として、認識さ;t必時代であり，我国で 4年でありますよ長，必からお祈り申 し上げ，新春のご挨

も各省庁の対応がされつつあり， 農水省も昨年その事業 拶とさせて戴きます。
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世界の

穀物需給及び価格の動向

<>はじめに。

我が国農業を取り巻く国際情勢は，世界の農産

物需給及び貿易構造の変化に伴い，近年，一段と

厳しさを増している。また，これは，世界経済の

相互依存関係の深化により，農業も経済の一分野

として各国の農業政策のみならず，経済情勢及び

各種政策の影響を受ける度合が高まり，一層増幅

されているためと考えられる。本稿では，長期的

視点、から農産物の主要部分を占める穀物の国際需

給及び貿易構造の変化を主要国の農業政策の動向

とも関連させ， レビューするとともに，最近の穀

物需給及び価格の動向を紹介した1/、
く)60年代以降の穀物需給及び貿易構造。

世界の穀物(小麦，飼料穀物及び米〉需給は，

短期的な変動はあるものの，長期的にみれば，

農林水産省大臣官房調査課

調査専門官庚国 明

1960年代の過剰基調期，食料危機が叫ばれた1970

年代初頭以降の需給逼迫期， 1980年代初頭以降の

需給緩和期を経て， 1988年には北米大陸を中心と

する干ばつの影響で、再ひ、需給が引き締まるなど，

ほぼ10年前後のサイクルで過剰と逼迫を繰り返し

てきている(表 1及び図 1)。以下，年代を追っ

てその動向を検討する。

(1960年代の動向〉

1960年代から1970年代初頭までは，先進国で生

産性が著しく向上したことに加え， 1960年代後半

から一部開発途上国で「緑の革命」が進行し生産

が拡大したこともあり，需給は総じて過剰基調で

推移した。このため，アメリカ等主要生産国では

生産調整を行わざるを得ない状況にあった。ま

た，貿易量は，先進諸国での消費水準の高まりを

表 1 農産物の国際需給の推移 (.1判立 :τ{万ha、t/ha、百7it、%)

実 数 増減(i..)率

61/62 
70/71 80/81 89/90 

61/62- 70/71- 80/81-

年度 70/71 80/81 89/90 

収穫面積 645.0 672.2 723.3 694.9 4.2 7.6 企3.9

単 収 1.4 1.8 2.2 2.6 28.7 20.5 20.3 

生産量 910.5 1221.1 1583.4 1829.7 34.1 29.7 15.6 

(838.7) (1122.7) (1456.8) (1667.3) (33.9) (29.8) (14.4) 

消費量 840.6 1131.6 1463.4 1697.7 34.6 29.3 16.0 

貿易量 79.3 105.6 208.2 205.6 33.2 97.1 企1.2

期末在庫量 187.4 212.6 303.4 305.5 13.4 42.7 0.7 

期末在庫率 22.3 18.8 20.7 18.0 一 一 一
貿易率 9.5 9.4 14.3 12.3 一 一 一

資料:USDA、WorldGrain Situation and Outlook.October 1990. 
注:1)穀物には小麦、飼料穀物及び米を合む。

2)実数の値は3か年平均値であり、変化率はその値より求めた。

3)生産量の上段の数値は米の生産量がもみベース、下段の( )内数f~lは米の'1:産量が精米ベースの数俄である.また、消費量、貿易最7:ÆU:
期末在庫量は、精米ベースのf直である。
4)期末在庫率=期末在庫量/生産量(精米ベース)x 100 
5)貿易率=貿易量/生産量X100
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図 1 穀物等の国際価格 (1980年代の動向〉
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1980年代になると， 1970年代

の需給ひっ迫及び高価格に対応

して各国で生産増大政策が講じ

られたことから，生産は拡大し

た。一方，世界的な景気の低

迷，開発途上医及び東欧諸国に

おける累積債務問題の深刻化，

原油等一次産品の価格の長期低200 
，ffL 

0 
1960年 65 70 75 80 

資料:ロイターES = II~~':事、タイ凶貿易取引委員会

小女迷による産油国等の購買力の低

下など， 70年代の消費増大を支
とうもろこし
' えてきた要因に変化が生じ，消
85 89 

j主 : 1)小麦、とうもろこし、大豆は各月第 1金時!日の佃i格の平均であ

費の伸びは鈍化した。このた

め，需給は1980年代初頭以降再

び緩和基調となり，時を追うに

従って過剰問題が深刻化し，穀

物価格，貿易量は低迷すること

となった。

り、米は各月第 1水曜日の1jHj格の平均で、ある。

2 )小麦の60年から69年まではシカコ官j品取引所の現物価格、 70年

以降は同期近佃i格であり、とうもろこし及ぴ大豆は同期近価格で

ある。米は62jドまで、はパンコック市場の価格、 63年以降はタイ匡i
貿易取引委員会の公表価格(うるち精米、砕米混入率10%のFOB

佃i佑)である。
このように世界貿易が低迷す

るなかで，共通農業政策により

中心として緩やかな増加を続けた。

(1970年代の動向〉

しかしながら， 1972年の世界的な異常気象によ

る不作と，ソ連等を中心とする穀物の大量買付け

は，累増していた輸出国の在庫を急減させること

となり，需給は一転して逼迫に転じた。その後も

、アメリカにおける熱波，ソ連における干ばつなど

世界的に異常気象が頻発し，生産は順調とは言え

ない状況であった。一方，消費は，産油国や中進

国の食料消費水準の高まりを主因として増大し，

需給は1980年代初めまで逼迫基調で推移した。ま

た，穀物の国際価格も，需給の逼迫基調を反映し

て比較的高水準で推移した。貿易の動向をみる

と，社会主義国及び産油国が食肉を中心とする消

費需要の増大に対応するため，飼料穀物の輸入を

増加させたことから，貿易量はこの10年間でほぼ

倍増した。このような需要の増大に対応して，

1960年代後半から市場志向(輸出志向〉型性格を

強めていたアメリカは，生産調整を緩和し，輸出

を増大させ， r世界のパン篭」と総称されるよう
に，この時期に貿易市場における地位を確立し

ずこ。

生産を拡大したECは，域内で過剰となった穀物

を輸出補助金により処理し1980年代前半に純輸出

地域となった。一方，アメリカは， 1980年代前半

のドル高傾向により輸出競争力が低下し，更にE

Cの補助金付き輸出により伝統的輸出市場を喪失

し，世界の貿易市場におけるシェアを低下させ

た。このため，アメリカは， ECの輸出補助金に

対抗する目的で，輸出奨励計画 CEE P)，マー

ケティングローン制度などの新たな輸出促進策を

1985年農業法で導入し，国際市場でのアメリカ，

EC間の輸出競争が激化した。これにより，アメ
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リカ， ECは一層の財政負担に苦しむこととなっ

た。アメリカと ECとの輸出競争は，単に双方に

影響を及ぼしただけで、はなく，国際価格の低迷を

招くとともに，アノレゼンチン，タイ等の伝統的輸

出国の輸出機会を喪失させ，世界の農産物貿易市

場を混乱させた。これがウノレグァイ・ラウンドで

貿易に悪影響を及ぼすような農業政策の在り方ま

でも検討課題とすることとされた主要因となって

し、る。

さらに， 1980年代後半に至り， 1987年の東南ア

ジアでの干ばつ， 1988年の北米での戦後最悪とも

いわれる干ばつの発生により，需給は再び引き締

まりに転ずることとなり，国際価格も急騰した0

01990/91年度の世界の穀物需給及び価格く〉

上述のように1988年の北米大陸を中心とする干

ばつ以降，世界の穀物需給は引き締まり傾向に転

じているが，最近の穀物需給及び価格の動向は，

次のとおりである。

(穀物等の国際需給の動向〉

1990/91年度の世界の穀物生産は，天候に恵ま

れたことから，総じてみれば，アメリカ等の輸出

国，ソ連，中国等の輸入国とも順調であり，小麦

及び米の生産量は史上最高を記録し，また，飼料

穀物も85/86，86/87年度に次ぐ生産量になると

見込まれている。このため，穀物全体では初めて

17億トンを突破すると見込まれている(表2)。

一方，消費も近年の世界的な景気拡大の継続，

人口増等を反映して増加傾向にあり， 1990/91年

度も小麦及び米の消費量は過去最高，飼料穀物の

過去最高であった前年度の水準をわずかに下回る

量になるとみられ，穀物全体でも生産と同様に過

去最高を記録すると見込まれている。なお， 1990 

/91年度の消費の特徴は，飼料に仕向けられる小

麦の量が増大することである。これは，価格が大

'1'高に下落した低品質小麦と飼料穀物との価格差が

縮小していることが最大の要因となっており，飼

表 2 世界の穀物等の需給動向
(単位:100万t、%)

1987/88 
1988/89 

1989/90 1990/91 

年 度 (見込み) (予測)

生 産 502.3 500.3 536.5 594.3 

i出 費 530.2 531.5 536.7 567.3 

麦 貿 易 量 105.0 96.8 96.6 95.9 

期末在庫 148.5 117.4 117.1 144.2 

在 庫 率 28.0 22.1 21.8 25.4 

生 産 793.9 731.4 800.6 820.7 

i背 費 814.9 797.6 826..7 824.4 

飼料穀物 貿 易 量 83.2 94.5 '100.3' 89.4 

期末在庫 213.0 146.7 120.5 116.9 

在 庫 率 26.1 18.4 14.6 14.2 

生 産 104.4 95.8 106.6 103.8 

大 旦
消 費 103.7 96.7 105.0 107.0 

期末在庫 22.1 21.2 22.8 19.7 

在 庫 率 21. 3 21.9 21.7 18.4 

生 産(もみ) 463.2 489.0 503.3 514.0 

生 産(精米) 314.0 330.8 340.9 348.0 

米
i自 費(精米) 319.9 328.9 335.0 344.3 

貿易量(精米) 11. 9 15.1 12.1 13.1 
品ユ 期末在庫(精米) 45.6 47.6 53.4 57.1 

在庫率(精米) 14.3 14.5 16.0 17.1 

資料:USDA "World Grain Situation and Outlook， December 1990てISTA'Oil World. December 14 1990' 
注:1)年度は、小麦は7-6月、飼料穀物は10-9月、大豆は10-9月である。

2)飼料穀物は、とうもろこし、大麦、えん麦、ソルガム、ライ麦、ミレット、ミックスドグレーンを合む。

3)在庫率=期末在庫/消費

4)在庫率の対前年度増減率は、前年度とのポイント差である。

対削年度

増減(企)率

10.8 

5.7 

企0.7

23.1 
(3.6) 

2.5 

.0.3 

企10.9

.3.0 

(企0.4)

企2.6

1.8 

企13.7

(企3.3)

2.1 

2.1 

2.8 

7.6 

6.9 

(1.1) 
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料仕向けの小麦及び飼料穀物の量(消費量に占め

る割合は，それぞれ約M弱， %)をみると，飼料
穀物はほぼ前年度並みにとどまるものの，小麦は

前年度を約2割上回ると見込まれている。この結

果，飼料として消費される小麦及び飼料穀物の量

は前年度を3%程度上回り，家畜生産は引き続き

竪調に推移するとみられている。

期末在庫については，飼料穀物は4年連続の減

少になるものの，小麦が大幅に回復すること等か

ら，穀物全体では前年度を約 1割上回ると見込ま

れているが，需給の状況を示す指標である期末在

庫率は，わずかな回復にとどまるとみられる。

貿易については，国内生産が順調な中国，外貨

が不足しているとみられるソ連，東欧の輸入量が

減少することもあり，小麦の貿易量はほぼ前年度

並みとみられるものの，飼料穀物は前年を約 1割

下回り，穀物全体でも前年度を約5%下回ると見
込まれている。

また，油糧種子の大宗を占める大豆についてみ

ると， 1990/91年度の生産は，世界の生産の約半

分を占めるアメリカが作付面積の減少から前年度

を下回り，ブラジル及び、アルゼンチンも作付面積

の減少，インフレにより肥料，農薬等の生産資材

の投入量が減少するとみられることから前年度を

下回り，世界全体の生産は前年度を下回ると見込

まれている(表2)01990/91年度の生産は前年

度を下回るものの， 87/88， 89/90年度に次いで

1億トンの生産量を達成することとなる。しか

し，比較的安価な大豆かすへの需要が増大してい

ることもあり消費が生産を上回るため， 5年連続

して2，100万トンを超えていた期末在庫は1，950万

トンにまで低下すると見込まれている。

(国際価格の動向〉

1988年の北米大陸を中心とする干ばつ以来，高

水準で推移してきた穀物及び大豆の国際価格は，

1990年に入札小麦価格が主要輸出国であるアメ

リカの生産が順調なことから下落したのをはじ

め，飼料穀物(とうもろこし〉等も夏以降，価格

は横ばいないし弱含みで推移し，総じてみれば干

ばつ以前の水準に近づきつつある(図2)。

1990/91年度の穀物の国際価格の動向の特徴

は，穀物全体でみて期末在庫率の回復がわずかな

図 2 穀物等の国際価格
ドル/トン

400 Iー

50 ~一

0171717171  
1987 1988 1989 1990 

米は各月第1水曜日のタイ精米価格 (TOB公表の砕米混
入率10%のFOB価格)、その他は各月第1金曜日のシカゴ
相場期近価格

ものにとどまり，中東湾岸情勢が不安定となって

いるにもかかわらず，価格が軟調となっているこ

とである。特に，とうもろこしの価格は，期末在

庫率が4年連続して低下し， 1970年代前半以来の

低水準になるとみられたことから1990年央にかけ

て強含み傾向にあったものの，その後弱含んで推

移している。これは，小麦が豊作で飼料仕向量が

増加すること，園内生産が順調な中国の輸入量が

減少することに加え，外貨不足からソ連の穀物買

付けが年央以降，ほとんどないためとみられる。

また，今後の穀物価格については， 1990年の穀

物生産量が史上最高とみられるにもかかわらず，

食料不足が喧伝されているソ連の動向に大きく関

わっている。ソ連では，経済改革の進展に伴い従

来の流通制度等の矛盾等が一層問題化し，未都市

部での食料不足を招いている。今後，各国たよる

対ソ経済・食料支援策を活用 Lて穀物輸木を行う

とみられ，このソ連の穀物買付けは，現在，(価格

を低迷させている要因の一つであるだけに，!その

買付量によつては価格が上昇に転ずる可能宇が残

されており，一層の注視が必要な状況となってい

るq j 
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と 科学 平成3年1月1日

ばれいしょの肥培管理

長崎県では春，秋作あわせて7，OOOhaのばれい

しょが栽培されている。暖地に適した品種が選抜

されてきたにもかかわらず，春作，秋作いずれも

澱粉含量が低い傾向にあり，水っぽい粘質のいも

となりやすい。表1.に品種特性表を示している

が，日.8"-'14. 2と澱粉価が低い。その原因として

次のよrうなことが考えられる。

1.気象の特性

(1) 春作では萌芽期に晩霜にあう可能性があり

早植えできず，ト栽培期間が3ヶ月と短い。

(2) 山陰型の気象であfり， 2，...__， 5月の天候不順

により吠、

ない。したがつて塊茎への波粉蓄積がおと

長崎県総合農林試験場

環境部加工化学科長

永尾嘉孝

(3). 5，...__， 6月に雨量が多く，土壌，空中湿度が

高いことにより澱粉価が低下する。

(4) 秩作では8月下旬の地温が高く，早植えす

ると青枯れ病のため減収する。従って，植え

付け適期は9月始めとなる。 12月始めには霜

が降りるので春作と同様に秩作でも作付期間

は3ヶ月と短い。

(5) 梅雨期に湿度が高くなり，疫病が多発し葉

の呼吸量が著しく増大するのに，病葉の光合

成能力が低下し，落葉も増え澱粉の蓄積が低

下する場合がある。

2.肥培管理の特徴

(1) 長年のばれいしょ単作・連作によりそうか

ι 

病などの土壌病害が増えている。その抑制の

表1.品種特性表 (長崎県〉

奨励認定的 l 

早 葉 塊 茎 病 害 10a当り収量(kg) 澱粉価(%) 食

品種名 晩 皮 青芸 肉

深の自さ
疾 葉 春 秋 春 秋

巻

別('， 性、 色 色 状 ン色 病 病 作 {宇 作 作 味

中 扇円
やや弱

7摸 デミ/，1"? 
の戸 中 淡黄

球

淡黄 i美 中 2，410 2，650 14.0 13.9 上
晩

? 

励 中、
緑濃 扇球円 i芙 'やや弱

可r

ニシユタカ の 淡黄 黄淡 中 2，950 2，560 13.3 12.8 上中
l ロロロ 晩

L 

楕，静円H 種 3タ¥:'チパナ 晩 濃緑やや 議色 白 i芙 やや弱 ~~ 2，250 2，680 11.8 12.3 下
凡，

<r::"， 

中
や?縁や車F 重褐色 やや深 やや強

プB刃~c.'、 ウサンゼン の 肩円 臼 中 2，640 2，130 14.2 12.9 下
晩

¥ 

1-:¥ .、

反A
子 事縁 賞臼 楕長円メークン 中 !黄i炎 i芙 ~~ ~~ 2，470 一 一 一 J: 

ロロロイ

-・ー 、t

種 "シ、 マ /主可 アー 中い 、や恥2緑~ 淡黄 やや楕円 淡黄 中 やや強L 5虫 2，560 2，370 13.3 12.8 上中

る。

乞，f
 

d
 白.，
 

， ~ 
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ため石灰の施用量をo'"'-'40kg/10 a ，堆肥0
'"'-'1トン/10aと土壌改良材の補給を控えて

おり，土壌が強酸性となり窒素生成力などの

地力の低下が著しくなっている。肥効が劣る

ため，施肥量が年々増加している。

(2) 土壌流亡の多い硝酸態窒素，石灰，苦土の

土壌含量が低下し，比較的流れにくいカリが

土壌集積して無機成分のバランスが保てなく

なっている。特に窒素とカリの過剰施用が塊

茎の澱粉蓄積を低下させている。

(3) 下層土壌のち密化により，排水が悪く塊茎

の澱粉含量を低下させている。

そこで気象要因のーっとしでの霜害及び施肥量

と収量・品質の関連について試験を行った結果を

紹介したい。

西南暖地のばれいしょ作では気象条件に左右さ

れる場面が非常に多い。人工的に圃場に降霜条件

をつくることが困難であるので，春先に茎葉を切

除することにより霜害による葉面積の縮少がばれ

いしょの収量・品質に及ぼす影響を調べた。

と 科学 第三種郵便物認可 (7) 

試験方法

(1) 供試品種として農林1号を用いた。

(2) 1区面積 6rrf 3反復

(3) 処理方法

ア.処理時期:表 2.のとおりで6日おきに

4月16日から 5月9日まで、茎葉切除を行っ

た。

表 2.処理時期

処理時期 処理期 萌。芽期

第1回処理 4月16日 4月10日

第2回処理 4月22日 4月10日

第3回処理 4月28日 4月10日

第4回処理 5月2日 4月10日

第5回処理 5月9日 4月10日

イ.処理程度:次の4段階とした。

無:無処理

軽:頂翼葉の%を切除

中:頂翼葉をすべて切除

甚:頂芽及び葉部をすべて切除

萌芽後日数

6 

12 

18 

22 

29 

表 3.収穫期の生育と切除量

い処¥開、 ZJ11i¥¥-1 率Eよ11F1 
茎 茎

株当 地
※無処理区における

医当りゐ (量除切g) 

備: I、
処理期の生育状態

士三 (g) 重部上(%) (cm) 要文 :草丈 茎長 葉数 考!

1 11旺. 処 翌t 98 43.5 1.2 162 

2 第1[i1]処即.中 100 43.4 1.3 179 一 一
3 " :I~じ 100 42.4 1.2 177 

4 第2同処理軽 100 46.6 
3 

1.2 197 103 
九

5 " 99 48.0 1.2 197 17.7 8.7 5.3 、220

6 " 甚 100 43.4 1.2 182 557 

7 第3回処理軽 100 45.5 1.3 186 240 
、

169 7.
1

1 447 
>; 

8 " Eド 100 42.5 1.4 30.2 16.9 

9 " 一甚 100 35.4 1.2 158 1j521- It 

10 第4回処理軽 100 45.9 1.4 173マ .270 
1: 

11 " 中 99 45.3 1.4 211 37.7 24.9 9.0 493 
t 

12 If 甚 100 39.7 1.4 171 2，463 
P 

13 第5回処理軽 100 46.7 1.2 173 >256 

14 If 中 100 44.9 1.5 163 44.6 33.2 11.7 532 

15 " 甚 100 40.6 1.1 117 3，841 

※無処理区における処理期の生育状態は120株平均
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表 4.地下部調盃成績

項目 株上 上 し、 も 重 株総 上一 上歩 j殿

し、 し可 いイ困 しE 粉
当も

(株当g) 

大中小歩合(%)※ ア当 標 当も も
平重 も合 イ面イ岡

処理法 り数 大 中

1 金正 処 理 3.7 304 28 56 

2 第1回処理中 3.7 303 34 51 

3 11 甚 3.0 253 35 48 

4 第2回処理軽 3.6 299 33 51 

5 11 中 3.7 288 35 47 

6 11 甚 3.0 233、 30 

7 第3回処理軽 3.6 292 35 

8 11 中 3.5 281 34 

9 11 甚 2.8 170 9 

10 第4回処理軽 3.6 278 31 

11 11 中 3.7 282 24 

12 1/ 甚 3.0 172 4 

13 第5回処理軽 3.5 278 30 

14 11 中 3.4 259 24 

15 11 甚 2.9 131 。
」ーーー

※大:120g以上、中:60-120g、小":20-60g 

結果

生育調査の結果を表 3.地下部の調査結果を表

4.に示した。

(1) 第4回処理の地上部で茎の分岐が多く茎数

が増加傾向にあった。

(2) 地上部重は早期切除により増加した。処理

程度が甚の場合第1回目の処理により，地上

部が増加し，その後の処理では無処理の71%

まで減少した。

52 

50 

47 

52 

52 

59 

54 

53 

51 

30 

(3) 上いも重収量は第3表に示すとおりで，処

理程度甚では処理時期が遅い程減収する。特

に第5回目処理では，アーがあたり87kgの収

置となり，無処理の 203kgに較べ43%にまで i

低下した;大中小歩合をみても決いもの割合 l

が低下し， くずいもの割合が増加した。

iり 上じ 重

ル(kg) (%) り(g)均(g)重(%) (%) 

16 203 100 311 82 98 15.9 

15 202 100 310 83 98 16.1 

17 169 83 257 83 98 15.5 

16 201 99 303 83 99 15.9 

18 192 95 292 78 99 15.4 

18 155 76 236 77 99 15.1 

15 195 96 299 82 97 15.7 

19 188 93 286 82 99 15.8 

39 123 61 174 62 98 14.5 

17 185 91 286 75 98 16.1 

17 188 93 287 77 98 16.0 

42 114 56 175 58 99 14.0 

17 185 91 285 81 98 16.9 

25 172 85 266 76 98 16.4 

70 87 43 144 46 91 15.0 

(4) 品質に関しては，澱粉価が処理甚により低

下した。特に，後期の葉部の切除による澱粉

価の低下が目立った。外観品質を見た場合，

葉部切除により，いもが偏平となる傾向があ

り，またいもの表面に亀裂が生じるものが多

く，商品価値を低下させることが分かった。

(5) 現場で霜害を受けたいもは，本試験で見ら

れるような外観，内容成分について品質低下

が確認できた。

霜害を受けた後肢芽が再生されるが，この

肢芽は黄化し光合成量が低下している。そこ

で霜害後の被害軽減のため葉面散布効果を検

討し7こ。

試験方法

慣行施肥を行って作付し，霜害を部分的に受け
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た闘場を選定して葉面散布を行-った。

(1) 試験方法

ア.霜害を受けた区，受けなかった区それぞ

れに無処理，葉面散布区を設けた。

イ.葉面散布剤はメリット 400倍液に展着剤

を加え，霜害後， 3，7，11日の 3回散布し

Tこ。

(2) 試験結果

葉面散布剤の成分は表 5.のとおりである。

霜害を受けなかった新葉と降霜後再生した草丈

20cmになった時の葉分析の結果を表 6.に示し

ている。

表 5.葉面散布剤の成分 C%)

表 6.降霜後の葉分析結果
(乾物当り，草丈20cm)

窒素，苦土などの成分含量が再生葉に少ない

ことがわかる。収量調査の結果を表 7.に示し

ている。霜害を受けた後，葉面散布を行わなか

った第3区は最も収量が低く 267kg/ aである

が葉面散布により窒素等を補うことにより 289

kgの収量まで回復した。また澱粉価も霜害を受

けない区には劣るものの無散布の 14.4と較べ

15.0まで増加させることがで、きた。いもの表面

の亀裂もかなり減少させることがで、きた。

以上のことから，晩霜を受けた場合は窒素や微

量要素を含む葉面散布剤を散布し，収量，澱紛価

表 7.葉面散布と収量

霜 葉 規 格 }3IJ 害IJ メ口k (%) 

面

散 3L 2L L M S 

の確保をはかり外観，内容とも品質の低下を防ぎ

7こし、。

次に肥培管理と収量・品質に関する紹介をした

い。一長崎県のばれいしょ畑ではそうか病の抑制の

ため石灰，堆肥などの土壌改良材の補給を控えて

おり，土壌 pHが4.5前後となり窒素生成力など

の地力の低下が著しくなっている。そのため，施

肥量が年々増加し一長崎県が定めた施肥基準CN12，

PzOo13， Kz014)の2倍以上の事例も多い。土壌

流亡の多い硝酸態窒素，石灰，苦土の土壌含量が

低下し，比較的流れにくいカリが土壌集積して無

機成分のパランスが保てなくなっている。このよ

うな圃場では石灰欠乏，苦土欠乏，マンガン過

剰，カリ過剰によるいろんな生理障害が増え，ば

れいしょの褐色心腐れなどの品質低下を招いてい

る。この中で，カリ，苦土の適正施用量を明らか

にするための試験を行った。その概要は次のよう

であった。

2S 

(1) カリ施用量 CKzOkg/10a)は0，7， 14， 

21，28としそれぞれに苦土 CMgOkg/10a) 

2.0， 8.0区を設けた。県の施肥基準は14kgで、

ある。品種はデジマを用い，栽培は慣行によ

った。収穫は11月30日とした。 NO.1"-'10で

は加里，苦土とも硫酸態肥料を用い， 11'"'-'12 

では塩素系肥料を供試した。

(2) カリ施用量と苦土施用量のいずれも萌芽期

に対する影響は殆ど無かった。

(3) 初期生育は苦土施用量8kg区が良好で、葉色

も濃厚であった。

(4) 生育盛期の葉色はカリ施用量を増加するに

つれて薄くなるが，苦土施用量を増すと逆に

総クロロフィル含量が増加し葉色が濃くなっ

た。

(5) カリ施用量を21，28kgと

収量

No. 害 布 260g- 180-260 120-180 70-120 40-70 20-40 
kg/a 

増加すると葉が巻き上が

り，受光が悪くなった。こ

のこともカリの施用量を増

すと澱紛価を低下させる要

因であろう。1 無 無 28.4 26.5 

2 無 有 29.3 27.1 

3 有 無 20.7 21.4 

4 有 有 23.1 23.3 

17.2 13.6 10.6 

~ 16.3 12.4 10.5 

12.3 19.9 16.5 

16.5 20.3 12.1 

3.7 295 

4.4 307 

9.2 267 

4.7 289 

15.6 

15.3 

14.4 

15.0 

(6) 収量は表 8.に示すとお

りで，カリ (K20/10a) 

7 kg，苦土 (MgO/I0a)
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表 8.塊茎収量 平成元年11月30日

成分施用量 (kg/10a)
規 十行 ]IJ 害IJ イ守 (%) 収量

3L 2L L M S 2S kg/a 

1. KzO 0.0 MgO 2.0 10.2 31.8 40.8 13.2 4.0 252 

2. KzO 0.0 MgO 8.0 3.0 10.8 30.3 33.5 16.5 6.0 313 

3. KzO 7.0 MgO 2.0 3.5 17.8 27.3 36.0 12.1 3.7 265 

4. KzO 7.0 MgO 8.0 9.8 31. 8 37.5 15.6 5.4 340 

5. KzO 14.0 MgO 2.0 10.7 33.7 39.2 13.3 3.1 247 

6. KzO 14.0 MgO 8.0 3.2 27.5 45.4 18.7 5.0 269 

7. KzO 21.0 MgO 2.0 17.4 25.2 42.8 12.1 2.6 237 

8. KzO 21.0 MgO 8.0 2.6 30.1 47.3 16.1 4.0 244 

9. KzO 28.0 MgO 2.0 6.2 17.5 34.3 31.1 10.8 198 

10. KzO 28.0 MgO 8.0 16.6 29.5 34.1 16.1 3.7 238 

11. K20 Cl 14.0 MgO 2.0 13.1 21. 5 39.3 20.2 5.8 219 

12. KzO CI 14.0 MgO 8.0 6.4 16.9 51.6 12.9 12.2 230 

表 9.塊茎の分析結果

成分施用量 (kg/10a)

1. KzO 0.0 MgO 2.0 

2. KzO 0.0 MgO 8.0 

3. KzO 7.0 MgO 2.0 

4. KzO 7.0 MgO 8.0 

5. KzO 14.0 MgO 2.0 

6. KzO 14.0 MgO 8.0 

， 7. KzO 21.0 MgO 2.0 

8. KzO 21.0 MgO 8.0 

9. KzO 28.0 MgO 2.0 

10. KzO 28.0 MgO 8.0 

11. KzO CI 14.0 MgO 2.0 

12. KzO CI 14.0 MgO 8.0 

8 kgで、最も高く a当り 340kgで、あった。苦土

施用量を増すことにより収量が増加したが，

2[;， 8 kgの2水準しか調べなかったので適正

量と上限値を明かにできなかづた。

ぐ(1) 澱紛含量は上位第3葉の総グロロフィノレ含

量と関連がありカリ施用量を増すに伴い澱紛

γ 価:が低下じた;

(8~ 表 9.'~c 示すどおり，塩素系肥料を用いた
場場‘合は澱紛価が12 と低くなる~!傾向にあつ 7た己 o _-i 

7 

促じ十分な受光が得、ら伝;れなくぷ;なつた。

以上のことからi如里Jの過剰施用は澱餅価を著 t

Ú~<ほポさ~~6 --è、適正施用量を守る闘があ:
(1".じ

N PZ05 KzO CaO MgO 

(%) (%) (%) (%) (%) 
i殿粉{而

1.4 0.25 2.08 0.019 0.18 14.8 

1.7 0.37 1. 97 0.015 0.18 14.8 

1.6 0.22 1.73 0.014 0.16 14.3 

1.7 0.36 1. 69 0.017 0.20 14.3 

1.5 0.22 2.08 0.015 0.18 13.8 

1.6 0.27 2.11 0.015 0.19 14.2 

1.6 0.24 2.32 0.013 0.18 13.5 

1.6 0.24 2.23 0.015 0.19 13.9 

1.6 0.22 2.39 0.017 0.17 12.6 

1.7 0.28 2.29 0.010 0.18 13.7 

1.6 0.25 2.23 0.013 0.18 12.1 

1.6 0.29 2.10 0.014 0.18 12.2 

る。土壌中の加里はばれいしょ畑も20K20 (mg/ 

100g)前後が望ましい。加里の欠乏は圃場試験

では10mg以下で、みられたがこのような圃場は現地

で殆ど見られていない。

苦土欠乏をおこすと葉色が黄化し，早期に枯れ

上がり，収量，澱紛価が低下する。植物体(葉〉

を観察L補給じていく必要があろう。

;塩素系肥料は，前作との関連もあるが全i量塩素i

系の肥料にしてしまうとばれいしょの生育Lが非常

;}F悪くなるので注意が必要である 0，，"， i 

土壌診断と植物の栄養診断にもとづきなiがら施;

児量を検討してし;き，澱紛自の高ト食味の;良汁|作一一件 ;;:;lJjJlj


